【注意事項】
　今年度の試験問題は第113回の医師国家試験必修問題（一般）50問より出題します。
問題の数は20問で回答時間は30分間です。


[bookmark: _GoBack]【例題】（第112回医師国家試験必修問題より抜粋）
1．標準予防策〈standard precautions〉について正しいのはどれか。
　a. 患者を隔離する。
  b. 医療者の手指衛生を徹底する。　
　c. 感染症と診断してから開始する。
　d. 感染症の治療が済んだら終了する。
　e. 特定の感染症への対策として実施する。

2．成人の筋骨格系の診察において正しいのはどれか。
　a. 徒手筋力テストで筋収縮のみが認められる場合は1と評価する。
　b. 下腿周径は膝蓋骨下縁から5㎝遠位の部位で測定する。
　c. 下肢長は恥骨結合から母趾爪先までを測定する。
　d. 膝関節の可動域は6方向を測定する。
　e. 大腿周径は最大周径で測定する。

3．子宮頸癌罹患と最も関連が深いのはどれか。
　a. 飲酒
　b. 喫煙
　c. 睡眠
　d. 塩分摂取
　e. 身体活動

4．介入研究はどれか。
　a. 横断研究
　b. コホート研究
　c. 症例対照研究
　d. ケースシリーズ研究
　e. ランダム化比較試験〈RCT〉
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